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歴史的分野研究発表・実践報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．はじめに（分野と研究主題のつながり） 

神戸市立中学校教育実践研修社会科グループでは、『主体的・対話的で深い学びを実現す

る授業づくり』をテーマに、この数年間社会科の授業づくりについて研究を重ねてきた。そ

の中で、龍谷大学中本教授の助言を受け、毎年の研究授業を通して「深い学びとは何か」と

いうことを実践的な形で学ぶとともに、指導案検討をグループで積み重ねることで授業づ

くりの考え方や方法について理解を深めることができた。さらに、その内容や方法を社会科

グループだけでなく神戸市全体に浸透させるべく活動を行ってきた。 

授業を構成する上で、研究仮説に基づき、上記の４つの工夫に基づいて授業実践を行った。 

 

（１）単元や内容のまとまりで授業を構成する。 

 歴史的分野では、「単元を貫く問い」を設定し、それに基づいて単元全体を構成していく

実践を積み重ねてきた。「単元を貫く問い」は、生徒の興味・関心を引くものというだけで

なく、その時代の特色や背景を捉えられるものである必要があり、研究授業の検討会でもこ

の問いを決定するのに多くの時間を費やした。神戸市では、平成 28年度の近畿大会で実践

発表したときから、「単元を貫く問い」を設定して生徒に捉えさせたい知識と課題・方法を

結びつけることを行ってきた経緯があり、より進んだレベルで議論を行うことができた。こ

の「単元を貫く問い」の捉え方がいかに変化・発展していったのかは、後述の研究授業の指

導案の内容や解説からも確認することができる。 

  

主題 「ともに学びあい、未来をつくる力を育む社会科学習」 

副題 主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり 

研究仮説 単元や内容のまとまりで授業を構成し、「問い」と「資料」で迫れば、 

「深い学び」を実現する授業につながると考えられる。 

[工夫] 

（１）単元や内容のまとまりで授業を構成し、問いと答えの距離を遠くする。 

（２）問いは「どのような」を乗り越え、「なぜ」「なに」を中心にする。 

（３）生徒が問い続けられるように、問いと資料で生徒に迫り、先生は答えを言わない。 

（４）ともに学びあう場面を設定する。 

神戸市立西代中学校 教諭 佐々木 規敦 
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（２）（３）問いは「なぜ」「なに」を中心にして、問いと資料で生徒に迫る。 

「単元を貫く問い」を設定すると、単元を構成する授業のメインクウェスチョンを「なぜ」

「なに」を中心に決めていった。「どのような」の問いでは、説明するために多くの情報を

盛り込んだだけの答えになり、結果的に事実を記述的にまとめるだけの活動に落ち着いて

しまうからである。「なぜ」の問いをつくることで、生徒が仮説を立てて検証しながら授業

が展開されていくことになり、細かい「なぜ」「なに」の質問を積み上げていくことで、メ

インクウェスチョンにたどり着くような授業を構成していくことを目指した。そのために

仮説を立てるための資料や複文型の問い（「～なのに、なぜ・・・なのか」）をいかに授業に

組み入れていくかに試行錯誤を繰り返しながら議論を進めていった。 

（４）ともに学びあう場面がある 

授業実践の中では、質問内容に応じてペアで考えさせたり、グループで意見を交流させた

りしながら進めていった。その際に何より意識したのが、グループ活動をすることを目的に

するのではなく、いかに生徒が主体的に話し合いに参加したくなるような問いを設定する

かである。学びあいの場をつくるために、「問い」と「答え」の距離感を生徒の実態に合わ

せて設定し、問いを発見させるための資料や仮説を立てるための資料を用意し、生徒の主体

的な活動を引き出す授業展開を実践した。そこからさらに、生徒が新たな見通し（仮説）を

立て、再度調べようとする展開を目指して授業づくりを目指していった。 

 

２．研究の方向（分野のこれまでの実践） 

（１）令和４年１月２６日 長峰中学校１年生 

「御家人たちは、元寇に勝利して喜んだのだろうか」 

令和４年度は、「ユーラシア大陸の変化が、なぜ日本に影響を与えたのか」を「単元を

貫く問い」として、「海を越えて迫る元軍」の授業を「御家人たちは、元寇に勝利して喜

んだのだろうか」をメインクウェスチョンにして実践した。この授業では、元寇の戦いの

内容は小学校段階で学習していることを踏まえて、元寇後「元軍に勝ったのに、なぜ御家

人は不満を持ったのか」という発問を中心に、御家人の不満がたまった理由をより多くの

生徒が理解しやすいように資料などを工夫して授業を行った。ただし、コロナ禍の影響も

あって、単元全体を見通した授業構成まで検討する時間がなかなか取れなかったことが

反省点として挙げられる。そのため、完成した指導案も「なぜ」「なに」ではなく、「どの

ような」の問いも含まれており、単元構成にも検討の時間を費やすことを次年度の課題と

した。 
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（２）令和 5年９月２７日 伊川谷中学校２年生 

「なぜ、薩長は倒幕に動き出したのだろうか。」 

 令和５年度は、「明治維新とは何か」を「単元を貫く問い」に設定した。そして、単元

を貫く問いに対する教師側の答えを「日本を一つにまとめるために、『日本国民』を作っ

たこと」として、それを踏まえて１つ１つの授業を構築していくことができた。指導案を

見ても、単元を貫く問いと各授業の関係性が明確になり、単元のまとまりとして授業を構

成する点で前年度よりも発展させることができたことがわかる。研究授業は「なぜ、薩長

は倒幕に動き出したのだろうか。」の授業をメインクウェスチョンにして実践した。この

研究授業では、単元構成の検討に時間を費やすことができたが、本時の授業の「問い」や

「資料」の内容の検討に時間を取り切れなかったことが反省点として挙げられた。 

 

 

 

 

 

 

 

②単元の指導計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の答え 

・廃藩置県によって、幕藩体制下の地方自治的な政治体制を撤廃したかった。 

・天皇の名において政府が直接全国を治めることで、国民を従わせたい。 

・軍隊の指揮権を政府が握ることで、国民軍を管轄することができるから。 

自分の答え 

・地租改正により収入の安定化を図るとともに、農民だけでなく町人からも地租を徴収した。 

・殖産興業によって、輸出品の増産と品質向上を図り、輸出による外貨獲得を狙った。 

自分の答え 

・徴兵令により、国民からなる、政府が管轄する軍隊を作った。 

・外国人を雇い、近代的な軍隊を作った。 

・廃藩置県により、武士が藩主のために戦うしくみを撤廃した。 

・学制によって、国のために戦おうとする愛国心を植え付けた。 

 

 
自分の答え 

・欧米社会のシステムの導入による各種制度の充実と新技術を導入した土木・通信・鉄道 

といった基盤が整備されたことで始まった。 

・開国による欧米諸国の文化流入により、都市部を中心に伝統的な生活様式が変化し、 

モノだけでなく、考え方も変わっていった。 

・殖産興業政策により機械工業が発達すると、資本主義社会へと転換した。 

・啓蒙思想家の活躍により日本の教育が進歩し、学制によって教育制度が確立された。 

MA「例：日本を一つにまとめるために、「日本国民」を作ったこと」 

19 世紀、国内の混乱や諸外国にうまく対応することができない幕府の威信は失われつつあった。そんな

中起きた桜田門外の変による大老の暗殺によって、ついに幕府の権威は地に落ちてしまう。今後誰が日

本をけん引していくか。そんな中期待が高まったのが「天皇」の存在である。外国との戦いに敗れた薩摩

藩や長州藩は攘夷が不可能なことを実感し、旧来の幕藩体制では諸外国と対等に渡り合うことができな

いと考えた。諸外国と対等に渡り合う為には、旧体制のような藩主のために戦う「藩士」ではなく、日本

国のために戦う「日本国民」を作り上げることが必要だと考え、様々な改革を行っていった。明治政府は

政府が直接全国を支配する仕組みを作るとともに、徴兵制による国民軍を創設し、強い軍隊を持った、中

央集権国家を築いた。また、外国人を雇い進んだ制度や技術を取り入れて、産業を発展させると同時に欧

米伊社会のシステムを導入し近代国家の建設を進めた。そうして外国に負けない強い国を作ろうとした。 

②なぜ、政府は権力を集めようとしたのだろうか。 

③なぜ、税制改革や殖産興業政策を行ったのだろうか。 

④なぜ、徴兵制をとったのだろうか。 

⑤なぜ、文明開化が起こったのだろうか。 

自分の答え 

・薩英戦争・4 か国艦隊報復により、欧米の軍事力を体感し、攘夷は不可能だと悟ったから。 

・国内外の諸問題に対応できない幕府の権威が低下し、幕府に任せられないと感じたから。 

・徳川家を排除し、天皇の下で新政府が国を治めて、強い国を作ろうとしたから。 

①なぜ、薩長は倒幕に動き出したのだろうか。 

MA 「明治維新」とは、何なのか？ 
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②単元の指導計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の答え 

・廃藩置県によって、幕藩体制下の地方自治的な政治体制を撤廃したかった。 

・天皇の名において政府が直接全国を治めることで、国民を従わせたい。 

・軍隊の指揮権を政府が握ることで、国民軍を管轄することができるから。 

自分の答え 

・地租改正により収入の安定化を図るとともに、農民だけでなく町人からも地租を徴収した。 

・殖産興業によって、輸出品の増産と品質向上を図り、輸出による外貨獲得を狙った。 

自分の答え 

・徴兵令により、国民からなる、政府が管轄する軍隊を作った。 

・外国人を雇い、近代的な軍隊を作った。 

・廃藩置県により、武士が藩主のために戦うしくみを撤廃した。 

・学制によって、国のために戦おうとする愛国心を植え付けた。 

 

 
自分の答え 

・欧米社会のシステムの導入による各種制度の充実と新技術を導入した土木・通信・鉄道 

といった基盤が整備されたことで始まった。 

・開国による欧米諸国の文化流入により、都市部を中心に伝統的な生活様式が変化し、 

モノだけでなく、考え方も変わっていった。 

・殖産興業政策により機械工業が発達すると、資本主義社会へと転換した。 

・啓蒙思想家の活躍により日本の教育が進歩し、学制によって教育制度が確立された。 

MA「例：日本を一つにまとめるために、「日本国民」を作ったこと」 

19 世紀、国内の混乱や諸外国にうまく対応することができない幕府の威信は失われつつあった。そんな

中起きた桜田門外の変による大老の暗殺によって、ついに幕府の権威は地に落ちてしまう。今後誰が日

本をけん引していくか。そんな中期待が高まったのが「天皇」の存在である。外国との戦いに敗れた薩摩

藩や長州藩は攘夷が不可能なことを実感し、旧来の幕藩体制では諸外国と対等に渡り合うことができな

いと考えた。諸外国と対等に渡り合う為には、旧体制のような藩主のために戦う「藩士」ではなく、日本

国のために戦う「日本国民」を作り上げることが必要だと考え、様々な改革を行っていった。明治政府は

政府が直接全国を支配する仕組みを作るとともに、徴兵制による国民軍を創設し、強い軍隊を持った、中

央集権国家を築いた。また、外国人を雇い進んだ制度や技術を取り入れて、産業を発展させると同時に欧

米伊社会のシステムを導入し近代国家の建設を進めた。そうして外国に負けない強い国を作ろうとした。 

②なぜ、政府は権力を集めようとしたのだろうか。 

③なぜ、税制改革や殖産興業政策を行ったのだろうか。 

④なぜ、徴兵制をとったのだろうか。 

⑤なぜ、文明開化が起こったのだろうか。 

自分の答え 

・薩英戦争・4 か国艦隊報復により、欧米の軍事力を体感し、攘夷は不可能だと悟ったから。 

・国内外の諸問題に対応できない幕府の権威が低下し、幕府に任せられないと感じたから。 

・徳川家を排除し、天皇の下で新政府が国を治めて、強い国を作ろうとしたから。 

①なぜ、薩長は倒幕に動き出したのだろうか。 

MA 「明治維新」とは、何なのか？ 
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３．研究内容（今年度の実践より） 

 令和４年度・５年度の取り組みを経て、令和６年７月１１日に研究授業を行った。 

単元を貫く問いを「江戸時代になぜ町人の文化が栄えたのだろう。」として単元を構成

し、江戸時代中期の都市における町人文化の発展に焦点を当てながら、貨幣経済が普及し

てったこともサブテーマとして押さえておくことで、その後の江戸幕府の滅亡の単元へ

と繋げられるようにした。また、本時の授業は「なぜ、江戸時代に特産物が流通したのだ

ろう。」をメインクウェスチョンとして行った。「なぜ」「なに」を中心とした発問を積み

重ねていくことで、１つ１つの事象の繋がりを丁寧に確認しながらメインクウェスチョ

ンへと向かっていく授業展開を意識した。「単元を貫く問い」や「なぜ」「なに」を中心と

した発問、資料の活用など、この２年間の積み重ねの１つの成果となるような授業となっ

た。 

（１）単元について 

①単元名 「江戸時代になぜ町人の文化が栄えたのだろう。」 

この単元は、学習指導要領の大項目(3)近世の日本 アとイに関連する学習に位置づ 

  くと考えられる。 

    

この事項のねらいは、「町人文化が都市を中心に形成されたこと」を、都市を中心と 

した経済が形成されていく中で、日本の文化の空間的な広がりが生み出され、それを 

背景として生産技術の向上や交通の整備と町人文化の特徴などを考察する活動など 

を基に、理解できるようにすること、とある。そのため、単元を貫く問いを「江戸時 

代になぜ町人の文化が栄えたのだろう」とし、構成する各授業のメインクウェスチョ 

ンを「なぜ」「なに」の問いにして、１つ１つの事象を積み上げながら、学習指導要 

領のねらいにたどり着けるように単元指導計画を設定した。 

 

 

ア (ウ)産業や交通の発達、教育の普及と文化の広がりなどを基に、町人文化が都市を 

中心に形成されたことや、各地方の生活文化が生まれたことを理解すること。  

イ （ア）交易の広がりとその影響、統一政権の諸政策の目的、産業の発達と文化の担い手

の変化、社会の変化と幕府の政策の変化などに着目して、事象を相互に関連付け

るなどして、アの(ア)から（エ）までについて近世の社会の変化の様子を多面的・

多角的に考察し、表現すること。 

 （イ）近世の日本を大観して、時代の特色を多面的・多角的に考察し、表現すること。 
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②単元指導計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の答え 

・歌舞伎や人形浄瑠璃、浮世絵など、都市を中心とした庶民（町人）が楽しむための文化が 

 栄えた。 

・芸能（歌舞伎、落語、人形浄瑠璃）や絵画などが形成され、流行するためにはお金が必要に 

なっていた。 

自分の答え 

・特産物の生産や販売の拡大により、現金収入が増えたから。 

・陸上や海上の交通路が整備されたことで、都市に人や物資が集まるようになり、 

商業が盛んになったから。 

・貨幣の普及に伴い両替商なども現れ、都市を中心に金融業で利益をあげる人々も増えたから。 

MA「貨幣の普及によって、町人が経済の中心となっていったから。」。 

江戸幕府の支配の下で戦乱のない時代となり、幕府や大名は、人口増加などに対応するために米の生産量

の増加に努めて新田開発などを進めた。その中で、農民たちも農具を発達させて農業技術を進歩させるこ

とで収穫量を増やすだけでなく、時間的な余裕が生まれたことから商品作物の栽培も行うようになった。

こうして、各地で特産物が生産され始め、海上・陸上交通の発達も関連して都市には米だけでなく各地の

特産物が集まり、商業が飛躍的に栄えた。貨幣も普及していき、その中心となったのは商売や両替商など

で大きな利益を上げた都市の町人であった。その結果、まず上方の豪商が担い手となった文化が栄え、庶

民にも貨幣経済が徐々に浸透していくことで、化政期の江戸では町人だけでなく庶民も文化の担い手とな

っていった。 

①江戸時代にはどのような文化が栄えたのだろう。 

②なぜ、町人が大きな利益（たくさんのお金）を上げることができたのだろう。 

MQ 江戸時代になぜ町人の文化が栄えたのだろう。 

③元禄文化とはどのような特徴を持った文化なのだろう。 

自分の答え 

・元禄文化は、経済力を持った上方の豪商が中心となった文化である。 

・化政文化は貨幣が庶民にも普及していったことで、豪商だけでなく庶民も担い手になった 

文化である。 

④元禄文化と化政文化の違いは何だろう。 

自分の答え 

・幕府や大名が干潟や沼地を干拓するなど新田開発に力を注ぎ、農民たちが 

農具を進化させ、肥料を改良して農業技術を発達させ、米の収穫量が増えた 

から米の流通量が増えた。 

・農業技術の発達により生まれた時間的な余裕により、商品作物の栽培が盛んになり、特産物 

の生産が盛んになったから。 

③なぜ、江戸時代には特産物をはじめ、さまざまな物が流通したのだろう。 
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③単元の評価計画 

〇：評定に生かす評価 ●：指導に生かす評価 

時

間 
学習課題 

評価基準と評価方法 

知識・技能 
思考・判断・

表現 

主体的に学習 

に取り組む態度 

１ 

江戸時代になぜ町人文化が

栄えたのだろう。 ●（ワークシート） 

〇 

（学習ポートフォリ

オ） 

〇 

（学習ポートフォリオ） 

２ 

なぜ町人が大きな利益を上

げることができたのだろ

う。 

●（ワークシート） 

〇 

（学習ポートフォリ

オ） 

〇 

（学習ポートフォリオ） 

３ 

なぜ、江戸時代には特産物

が多く流通したのだろう。 

●（ワークシート） 〇 

（学習ポートフォリ

オ） 

〇 

（学習ポートフォリオ） 

４ 

元禄文化と化政文化の違い

は何だろう。 ●（ワークシート） 

〇 

（学習ポートフォリ

オ） 

〇 

（学習ポートフォリオ） 

 〇期末考査 〇期末考査 〇レポート 

 

④評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

商品作物と貨幣経済の広ま

りを基に、産業や交通が発

達し、町人文化が都市を中

心に形成されたことを理解

している。 

諸産業が発達し貨幣経済が

広まっていった理由や、町

人文化が広がった理由を、

事象を相互に関連付けるな

どして、近世の社会の変化

の様子を多面的・多角的考

察し、表現している。 

江戸時代の交通・金融・小売業

などの発達にともなう、変化

や課題を主体的に追究・解決

しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



38 

 

⑤研究授業の展開【全 ４時間中 ３時間目】 

目標 なぜ全国で特産物の生産が盛んになったのか、農村や百姓の生活の変化と 

関連付けて理解する。 

  学習活動および内容 指導上の留意点 評価 

導入 

5分 

前時の振り返りを行う。 

「なぜ町人はお金をたくさん持つことができたのだろう。」 

（例）大名や町人にたくさんの物を売ることができた。 

   全国から特産物を集めて売ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

10分 

 

 

 

 

 

 

20分 

 

 

 

 

   
 

10分 

 

 

クイズ形式で特産物の原料を考える。 

農村で特産物の原料である商品作物が栽培され始めたことを

確認する。 

 

 

 
 

 

 

  

 

農業技術の発達を表した資料をもとに班で話し合う。 

（例）農作業が楽にできるようになり体力に余裕ができた。 

年貢が楽に納められるようになり時間にゆとりができた。 

朝から晩まで米作りに専念する必要がなくなった。 

 

 

 

（例）お金が手に入るようになる。 

農村にも貨幣経済が浸透してきたことを確認する。 

米の生産量が増えたため余剰米を売ってお金を得た人々もい

たことも補足する。 

 

班隊形で活動 

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業技術の発達 

の資料を提示す

る。 

 

 

 

発問 2で出た 

意見をもとに 

発問 3 に繋げ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

ま と

め 

5分 

「学習課題：なぜ全国で特産物が流通したのだろう。」を記入 

する。 

 学習課題

に対して 

授業内容

を踏まえ

て説明で 

きている。 

【知】 

 

学習課題「なぜ全国で特産物が流通したのだろう。」 

・農業技術の発達により米の生産性が向上し、余剰米の販売や、 

時間的な余裕が生まれたことによる商品作物の栽培により、 

庶民の間にも貨幣が普及していった。 

・盛んに栽培され始めた商品作物を買い取った職人が、各地で 

特産物を生産し始め、都市の商人を中心に売買された。 

「なぜ商品作物をたくさん栽培するようになったのだろう。」 

「百姓が作らないといけなかったものは何だっただろう。」 

発問２「百姓は、米を作らなければならないのに、 

なぜ商品作物をつくることができたのだろう。」 

発問１「そもそも、特産物は何からできているだろう。」 

発問３「商品作物をつくると、百姓の生活にどのような変化があるだろう。」 
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⑥評価基準 

知識・ 

技能 

 

A・農業技術の発達により米の生産性が向上し、時間的な余裕が生じたことによる 

商品作物の栽培により、庶民の間にも貨幣が普及していった。 

・商品作物を買い取った職人が、各地で特産物を生産し始め、都市の商人を中心に 

売買された。 

B・農民は商品作物の栽培を始めた。 

・商品作物を買い取った職人が、各地で特産物を生産し始め、都市の商人を中心に 

売買された。 

C から B に

する手立て 

・ワークシートの記入欄の添削を行い、問いに対して何が欠けているのか明確にす

る。 

 

生徒の解答例 
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⑦「単元を貫く問い」に対する生徒の解答例 

江戸時代中期の幕府による新田開発や農村における農業技術の発達がきっかけとなり、

米栽培の効率性・生産性の向上だけでなく商品作物の栽培、特産物の生産が進んだこと、

さらに交通網が整備されることで都市に各地から特産物が運び込まれて都市が発展して

いったこと（商業・金融業など）、結果として、都市の商人が文化の担い手となっていき

（元禄文化）、貨幣経済の普及にともなって後に庶民も娯楽を楽しむことができるように

なったこと（化政文化）を、単元を通して１つ１つ丁寧に積み上げることができた。 

以下に、「単元を貫く問い」に対する、生徒の単元の学習がすべて終了した後の答えの

例をいくつか掲載する。 
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42 

 

歴史的分野・公開授業学習指導案 

 

日 時 令和 6年 11月 22日（金）    

学 級 神戸市立神出中学校 2年 1組  

指導者 神戸市立神出中学校 鳥海 翔吾 

 

１．単元名 第 4章 近代国家の歩みと国際社会  第 1節 欧米諸国における「近代化」 

２．単元について 

【学習指導要領より】 

(1) 近代の日本と世界 

課題を追究したり解決したりする活動を通して、次の事項を身に着けることができるよう 

指導する。 

 

【内容の取扱いについて】 

    

３．研究主題との関連 

 本大会の研究主題である「ともに学びあい、未来をつくる力を育む社会科学習」を実現す

るための「主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり」を目指して単元指導計画を作

ア (ア) 欧米諸国における産業革命や市民革命、アジア諸国の動きなどを基に、欧米諸国 

が近代社会を成立させてアジアへ進出したことを理解すること。 

イ （ア）工業化の進展と政治や社会の変化、明治政府の諸改革の目的、議会政治や外交の展開、

近代化がもたらした文化への影響、経済の変化の政治への影響、戦争に向かう時期の 

社会や生活の変化、世界の動きと我が国との関連などに着目して、事象を相互に関連 

付けるなどして、アの(ア)から(カ)までについて、近代の社会の変化の様子を多面的・ 

多角的に考察し、表現すること。 

 （イ）近代の日本と世界を大観して、時代の特色を多面的・多角的に考察し、 

表現すること。 

ア (1)のアの(ア)の「市民革命」については、政治体制の変化や人権思想の発達や広がり、 

現代の政治とのつながりなどと関連付けて、アメリカの独立、フランス革命などを扱う 

こと。「アジア諸国の動き」については、欧米諸国の進出に対するアジア諸国の対応と 

変容という観点から、代表的な事例を取り上げるようにすること。 
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成した。 

具体的には、「ヨーロッパの近代化」という内容のまとまりで単元を構成し、日本の歴史を

中心に学習を進めている生徒の興味・関心を惹きつけるためにペリーの来航を導入部分に

位置付けて時代をさかのぼるという指導計画を立案した。黒船の来航の理由を探るために

は、ヨーロッパの近代化までさかのぼらなければならず、問いと答えの距離を遠く設定した。

また、各授業の問いは「なぜ」を中心とした。生徒が「なぜ」の問いを自ら考え、他の生徒

との意見交換を含め、深めていくことように仕向けることが狙いである。そのことを通じて、

生徒が市民革命とは何か、産業革命とは何か、帝国主義とは何かという問いについても深め

ていくことにつながるのではないだろうか。これらの問いに迫っていくことで、生徒は単元

を貫く問いである「なぜ、欧米諸国はアジアの国々に黒船でやってきたのか」という問いに

近づいていくことになる。また、単元を貫く問いについても、「なぜ」の問いについて深め

ていくことで、「近代化とは何か」という問いについても深めていくことになる。結果とし

て、ヨーロッパ諸国が近代化を遂げ、世界各国を序列化して序列の低いアジア・アフリカ諸

国を植民地化していったという歴史的な事実に迫ることにつながると考える。 

このように、本単元を通して、主体的・対話的で深い学びを実現する授業を行い、共に学び

あい、未来を創る力をはぐくむ社会科学習に近づくことができるよう、単元を構造化し、問

いを中心とした授業づくりに取り組んできた。 

 

４．単元指導計画 

本単元は、市民革命、産業革命がヨーロッパの社会構造を変化させ、アジア諸国への進出、

日本への黒船来航へとつながる内容となっている。つまり、「近代化」へのきっかけとなる

時代の転換点について学習する単元である。この時代の人々が基本的人権、人民主権という

考えを生み出し、血を流してまで実現したこと。獲得した自由の下で産業革命を起こして経

済的な発展を遂げたこと。更なる発展を求めて海外へ進出すると同時に、ヨーロッパを除く

地域の国々の格付けを行っていたこと。これらのことを問いと資料を用いて生徒に考察さ

せることでより深い理解に導いていきたい。 

また、公民的分野、特に基本的人権について扱う単元への接続という意味合いも持つ内容で

ある。 
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自分の答え 

 ・アメリカをはじめとする欧米諸国との戦力差を理解していたから。 

 ・条約を結ばなければアメリカと戦争になり、植民地にされる可能性もあったから。 

 

 

 

 

 

自分の答え 

 ・国王による専制政治を倒し、基本的人権を尊重し、人民主権の考えをもとに市民

の意見を反映させた民主政治を行うようになった。その過程で、自由、平等、私有

財産といった様々な権利を手にすることもできた。 

 

 

自分の答え 

 ・市民革命で自由を手にした人々は、各自が工夫して経済活動を行うようになった。

その中で機械を活用して大量生産を行うようになり、資本家と労働者の立場の違い

が生まれ、長時間労働や工場の稼働による環境問題などの社会問題も生まれた。 

 

 

自分の答え 

 ・市民革命、産業革命を先に起こしたヨーロッパ諸国は、政治的、経済的、軍事的

に劣るアジアの国々を見下す形になり、不平等な条約を結ばせて有利な貿易を行っ

たり、植民地化するようになった。 

 

MA「近代国家が成立し、利益を求めてアジアを目指したから」 

欧米諸国では、市民革命が起こり、基本的人権への理解が深まり、議会制民主主義が行われるよう

になった。また、海外との貿易で利益を求める人々によって機械の改良などが進んで産業革命が起こ

った。この 2 つの動きによって、「近代国家」が成立し、海外での利益（利権）を求めてアジアに進

出した。具体的には、産業革命によって大量に生産した綿織物を売り込み、利益を得るために自国に

有利な条件で貿易を求め、拒絶されれば重工業によって製造した兵器で圧倒して植民地支配もしくは

不平等条約を結ばせた。 

MQ なぜ、欧米諸国はアジアの国々に黒船でやってきたのか？ 

①不平等な条約なのに、なぜ幕府は条約を結んだのか？ 

②欧州の人々が死ぬかもしれないのに、それでも市民革命を起こしたのはなぜか？（２，３時間目） 

      （問いを通じて考えさせたいテーマ：市民革命とは何か？） 

③なぜ、１９世紀末のロンドンの環境は劣悪だったのか？（４時間目・本時） 

（問いを通じて考えさせたいテーマ：産業革命とは何か？） 

④なぜ、イギリスはインド・清と戦争をしたのか？ 

(問を通じて考えさせたいテーマ：帝国主義とは何か？) 

MQ なぜ、欧米諸国はアジアの国々に黒船でやってきたのか？ 
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５．単元の評価計画と評価基準 

〇：評定に生かす評価 ●：指導に生かす評価 

時間 学習課題 

評価基準と評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習 

に取り組む態度 

１ 
不平等な条約なのに、なぜ

幕府は条約を結んだのか？ 
●（ワークシート） 

●（Excelシート） 

〇（学習ポートフォリオ） 

●（Excelシート） 

〇（学習ポートフォリオ） 

２３ 

欧州の人々が死ぬかもしれ

ないのにそれでも革命を起

こしたのはなぜか？ 

●（ワークシート） 
●（Excelシート） 

〇（学習ポートフォリオ） 

●（Excelシート） 

〇（学習ポートフォリオ） 

４ 
（本時） 

なぜ、１９世紀末のロンド

ンの環境は劣悪だったの

か？ 

 

●（ワークシート） 
●（Excelシート） 

〇（学習ポートフォリオ） 

●（Excelシート） 

〇（学習ポートフォリオ） 

５ 
なぜ、イギリスはインド・清

と戦争をしたのか？ 
●（ワークシート） 

●（Excelシート） 

〇（学習ポートフォリオ） 

●（Excelシート） 

〇（学習ポートフォリオ） 

 
〇単元テスト 

〇期末考査 

〇単元テスト 

〇期末考査 
 

６．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・市民革命、産業革命を経て、

ヨーロッパが近代化を遂げた

ことを理解している。 

・イギリスを例に、近代化を

遂げた欧米がアジアへ進出し

たことを理解している。 

・政治や社会の変化と工業化

の進展等、学習した社会的事

象を相互に関連付けるなどし

て、近代化に向けた社会の変

化のようすを多面的・多角的

に考察し、表現している。 

・「近代化」が進む中で、そこ

で見られる変化や課題につい

て主体的に追究・解決しよう

としている。 

 

７．本時の展開 【全 5 時間中 4 時間目】 

目標 産業革命がもたらした影響について、大量生産が可能になったことや、労働問題や 

社会問題が発生したこと等を踏まえて、多面的・多角的に考察し、表現する。 

  

 

学習活動および内容 指導上の留意点 

評価 

○評定に生かす評価 

●指導に生かす評価 

導入 

5分 

振り返り  

「なぜ、死ぬかもしれないのに革命に挑んだ

のか？」 

（例）自由・平等は、それだけの価値があった。 

 

 

 

 ●前時の問いに答え

ることができている。

【主】 

 

学習課題 

「なぜ、１９世紀末のロンドンの環境は劣悪だったのだろう？」 
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展開 

5分 

 

20分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10分 

 

 

発問１「資料を見て、ロンドンが抱える問題を

挙げてみよう」 

 

発問２「なぜ、発問１のような状況が起こった

のだろうか？」 

（例） 

環境問題 

 →工場が乱立して汚水、煙が大量に出た 

労働問題 

 →工場主が労働者をたくさん働かせた 

犯罪増加 

 →生活できず、仕方なく… 

                             

発問２「なぜ、発問２のような状況が起こった

のか、さらに深く考えてみましょう。」 

（例） 

重工業や綿織物の大量生産を行うようにな

り、労働者が都市に集まるようになったから。 

工業が盛んになって、労働者と資本家という

立場の違いが生まれたから。 

 

発問３「産業革命とは何か？」 

（例）工業の機械化などによって、生活スタイ

ルまで含めて起きた変化のこと 

 

 

班活動。 

班で話をするな

どして、１つの

答えを出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

机間巡視（机間

指導）。各班の進

捗状況を見て、

時代をさかのぼ

って原因を考察

するよう助言す

る。 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

5分 

学習課題について答える。 

「なぜ、１９世紀末のロンドンの環境は劣悪

だったのだろう？」 

   市民革命で自由を手にした人々は、各自

が工夫して経済活動を行うようになった。そ

の中で機械を活用して大量生産を行うように

なり、資本家と労働者の立場の違いが生まれ、

長時間労働や工場の長期稼働などの社会問題

も生まれたから。 

  

学習ポートフォ

リオに記入させ

る。 

○学習課題について

説明できている。【思】 
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８．本時の評価【思考・判断・表現】 

A B C 

 産業革命の影響につい

て、大量生産が可能になっ

たことや労働問題・社会問

題が発生したことなど、正

の側面と負の側面の両面か

ら考察し、表現することが

できている。 

 

産業革命の影響につい

て、大量生産が可能になっ

たことや労働問題・社会問

題が発生したことなど、正

の側面と負の側面のどちら

かを取り上げ、表現するこ

とができている。 

産業革命の影響につい

て、大気汚染等の現象面に

のみ着目しており、社会の

変化等について表現できて

いない。 

Cから Bにする手立て 

主に発問２について、机間巡視（机間指導）の際、時代・原因をさかのぼって考察を進め

ていくように助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 


